
 

 

 

 

 

 

 

 

 

富ケ丘市民センターでは、教養講座として「史記の世界～秦・漢帝国の興亡と英雄たちの物語

～」が行われました。この講座は、全４回の講座【下記参照】で、３８名（内、男性１３名）の

申し込みがあった人気の講座のひとつです。毎回、３０名程の市民が参加し、講師による講談を

交えたお話に、参加者は中国の史記の世界に入り込み、興味津々で最後まで集中して臨む姿が見

られました。事業視察当日は、最終回ということで、これまでの内容の振り返りや質疑応答、講

師の活動紹介等の時間が設けられ、参加者は充実した学びに大満足の様子でした。 

日  程 テ ー マ 講  談 

第一講 ７月３１日（金） 秦帝国への道 刺客荊軻登場 

第二講 ８月２１日（金） 秦帝国絶頂から転落 友人高漸離 起つ 

第三講 ９月 ９日（水） 漢帝国へのターニングポイント 沛公劉邦危機一髪 

第四講 ９月２５日（金） 漢帝国への道 項王 故郷を前に死す 

 

 

 

 

宝井流社会人講談師  村田 琴之介 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 仙台管内社会教育拠点施設訪問 

富谷市 富ケ丘市民センター 
教養講座「史記の世界～秦・漢帝国の興亡と英雄たちの物語」 

令和８年９月２５日（金）実施 

事業の概要 

講 師 

当日の様子 

 これまで３回の講談で、開

始早々から、参加者の期待が

膨らんでいます。 

 参加者の皆さんは、講師の

講談で史学の世界に入り込ん

でいきます。 

 最後に、講師に対して感想

や質問が述べられ、充実した

講座となりました。 


